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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
－
69－
本論文は、イギリスの20世紀現代小説界を代表するグレアム・グリーンの主要小説を
取り上げ、その小説群に対して先行物語作品との間で成立している問テクスト性の観点か
ら分析を行うことにより、また、小説作品のアダプテーションである映画版との比較検討
を通して、原作小説が新たに獲得した意味あるいは逆に喪失した部分を考察することによ
って、グリーン小説の物語空間における継承ないしは変容の重要性を解明した研究である。
グリーンの小説については、従来は宗教性に代表されるような深刻な側面を重視する傾向
が強い研究状況のなかで、『力と栄光~ w情事の終わり』などの代表作だけでなく、スパイ
小説や娯楽小説などの大衆性を帯びた作品をも論の中心にすえてグリーンの小説固有の豊
かな物語性の秘密に迫ろうとした本研究は注目に値する研究である。特に以下の論考など
は、斬新な角度からの優れて興味深い論考として高く評価されよれたとえば『キホーテ
神父』が、みずから確立した間テクスト的物語空間のなかに先行作品セルパンテスの『ド
ン・キホーテ』への解釈を内包したメタ ・テクストである側面を解明した論考。また、グ
リーンの小説について、 20世紀初頭に入って登場してくる初期スパイ小説からジョン ・
ル・カレ、イアン・フレミングらに至るスパイ小説の隆盛と衰退という大きな文学的 ・文
化的脈絡を視野に入れて、その物語形式におけるジャンル的特質を解き明かした論考。さ
らに、『第三の男』の完成をめぐる映画と小説との聞の優先権問題についての考察などであ
る。
ただし、本論文において疑問点がないわけではない。小説聞における継承と変容の問題
と小説とその映画化による相互作用の問題との聞を有機的に結び付ける論理がやや希薄な
のが惜しまれる。また、結論の提示がもっと大胆であってもよかったであろう。
しかし、これらの点は本論文の優れた価値を損なうものでは決してなく、よって、本論
文を博士(文学)の学伎にふさわしいものと認定する。
